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る久慈市山形町の 1988 年の飼養戸数は、231 戸であったが、2012 年には 50 戸を下回り、
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る。まず、いわて牛普及推進協議会の取り組みについてみていくこととする。
いわて牛普及推進協議会は、いわて短角牛や岩手県産の黒毛和種の普及を主な目的とし











































げられる。岩手県内における 2016 年 10 月の日本短角種の子牛価格は、平均価格が 368,608
円、1 kg 当たりの単価が 1,513 円、平均体重が 244 kg であるのに対し、黒毛和種の子牛価


























































pdf（アクセス日、2017 年 9 月 25 日））。
５ いわて牛普及推進協議会ウェブサイト、http : //www.iwategyu.jp/iwate_tankaku_wagyu （ア









８ 2017 年 9 月 20 日、岩手県農林水産部畜産課、岩手県農林水産部流通課への聞き取り調査に基づ
く。また、一部、出産が遅れた子牛については、10 月の子牛市場には出荷せず、翌年の 1月、3月
に開設される子牛市場に出荷されるが、上場頭数は、極めて少ないとのことであった。なお、一般
社団法人岩手県畜産協会、「平成 28 年度短角牛市場成績速報（品種別 税込み）」によれば、2016
年 10 月 26 日、27 日に開設された日本短角種の子牛市場への上場頭数は、合計で 755 頭であり、
2017 年 1 月 10 日の上場頭数は、135 頭であるとしている（一般社団法人岩手県畜産協会、「平成
28 年度短角牛市場成績速報（品種別 税込み）」http : //iwate.lin.gr.jp/shijyo/h 28/tankaku/
tankaku.pdf（アクセス日、2017 年 9 月 29 日））。
９ 2017 年 9 月 20 日、岩手県農林水産部畜産課、岩手県農林水産部流通課への聞き取り調査に基づ
く。また、出荷月齢について堀田（2005）は、日本短角種の場合、「月によっては出荷する牛の月
齢が 10 ヵ月以上差がある場合も存在する」（堀田（2005）155 ページ）としている。
10 岩手県における日本短角種の現状については、岩手県農林水産部畜産課、岩手県農林水産部流通課
（2017 年 9 月 20 日）および新岩手農業協同組合営農経済部畜産酪農課（2017 年 9 月 22 日）への聞
き取り調査に基づく。
11 岩手県久慈市山形町の飼養戸数については、2017 年 9 月 22 日、新岩手農業協同組合営農経済部畜
産酪農課への聞き取り調査に基づく。
12 2007 年 3 月に商標を取得したとされている。
13 2017 年 9 月 22 日、新岩手農業協同組合営農経済部畜産酪農課への聞き取り調査に基づく。また、
新岩手農業協同組合ウェブサイトによれば、岩手県における日本短角種の繁殖飼養頭数は、新岩手
農業協同組合管内で 99％を占めているとしている（新岩手農業協同組合ウェブサイト、https : //
www.jaiwate.or.jp/shin-iwate/shiniwate/nouchiku/chikusan/tankakushu（アクセス日、2017
年 10 月 4 日））。




16 JA新いわてウェブサイト、https : //www.jaiwate.or.jp/shin-iwate/about/about_shoukai（ア
クセス日、2017 年 10 月 4 日）を参照。
17 例えば、盛岡市が毎年開催している｢もりおか短角フェア｣への支援（盛岡市ウェブサイト、http :
//www.city.morioka.iwate.jp/jigyousha/sangyo/chikusan/1008241/1008242.html（アクセス日、
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19 日本短角種については、一般社団法人岩手県畜産協会、｢平成 28 年度短角牛市場成績速報（品種別
税込み）」、http : //iwate.lin.gr.jp/shijyo/h 28/tankaku/tankaku.pdf（アクセス日、2017 年 9
月 29 日）を、和牛については、全農岩手県本部、｢平成 28 年 10 月期和牛子牛市場成績速報（税
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